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商 号 イズミ少額短期保険株式会社 

設 立 平成２７年１０月１５日 

資 本 金 ９０００万円 

本社所在地 東京都千代田区岩本町２丁目６番１０号 

従 業 員 ３名 

平成２７年１０月 イズミ少額短期設立準備株式会社設立 

平成２８年１０月 少額短期保険業者として、関東財務局登録完了 

「関東財務局長（少額短期保険）第７２号」 

平成２８年１０月 イズミ少額短期保険株式会社に商号変更 

平成２８年１１月 「賃貸入居者総合保険」販売開始 

Ⅰ．概況および組織に関する事項 

１．会社概要                （令和５年３月３１日現在） 

２．会社の沿革 

３．経営の組織 

株主総会

取締役会

代表取締役

保険計理人

コンプライアンス・

リスク管理委員会

監査役

内部監査担当

経営管理部 営業部 契約業務部
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（１）株 式 数  

発行可能株式総数 １００００株 

発行済株式の総数 １８００株 

（２）株 主 数 １名 

株 主 名 

所有株式数 

持株比率  

株式会社イズミ  

１８００株 

１００％ 

役 名 氏 名 主 な 兼 務 先 

代表取締役社長 秋 山 和 彦  

取 締 役 新 田 泉 株式会社アレップス 代表取締役社長 

取 締 役 門 脇 宏 幸 株式会社アレップス 代表取締役副社長 

取 締 役 水 島 久 志 株式会社イズミ 代表取締役 

監 査 役 伊 波 貴 浩  

４．株式の状況 

５．役員の状況 
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当社は、少額短期保険業者として、次の商品を取り扱っております。 

「賃貸入居者総合保険」 

＜商品の概要＞ 

家財・費用補償のほか、個人賠償責任補償、借家人賠償責任補償の補償をセットし 

た賃貸入居者向けの総合保険です。 

（１）保険募集の方法 

当社は、当社と代理店委託契約を締結した不動産仲介代理店を通じて、賃貸 

住宅の入居者様に「賃貸入居者総合保険」を販売しております。 

（２）代理店登録および届出 

代理店が保険募集を行うためには、保険業法第２７６条に基づき、内閣総理 

大臣の登録を受けることが必要です。また、保険取扱者が、少額短期保険を 

募集するためには、「少額短期保険募集人試験」に合格し、内閣総理大臣へ届 

出をしなければなりません。 

当社は、上記の手続きを完了した代理店および保険募集人を通じて、保険を 

販売しております。 

（３）代理店の教育・指導・管理 

当社では、保険募集人が適切な保険募集を行えるように、コンプライアン 

ス・保険商品・事務処理・お客様対応等に関するマニュアルを作成し、代理 

店に対し、事前教育を実施しております。 

また、代理店点検等代理店の募集状況のモニタリングを通じ、代理店の指 

導・管理を行い、適正な保険募集態勢の維持・管理に努めております。 

 

Ⅱ．主要な業務の内容 

１．取扱商品 

２．保険募集の体制 



 

5 

 

（４）勧誘方針 

   当社は、次のとおり勧誘方針を定めています。 

 

 

＜勧誘方針＞ 

 

1. 法令等の遵守 

保険業法、保険法、金融サービス提供法、金融商品取引法、消費者契約法、個

人情報保護に関する法律およびその他の各種法令等を遵守し、適正な販売活動

に努めてまいります。 

 

2. 適切な保険商品のご提供 

お客様の商品に関する知識、加入目的、財産の状況等を踏まえ、お客様のご

意向と実情にあった商品のご提供を行います。 

商品の販売にあたっては、お客様の立場に立ち、時間帯・場所・方法に十分

配慮します。 

 

3. 重要事項の説明 

商品をおすすめする際には、お客様に商品内容についての重要事項を十分に

ご理解いただけるようご説明します。 

 

4. お客様に関する情報の保護 

お客様に関する情報は、業務上必要な範囲で収集・使用するとともに、厳格な

管理を行う等、適正な取扱に努めます。 

 

5. 適正・迅速な保険金支払い 

万が一事故が発生した場合においては、迅速かつ的確に保険金のお支払に対応し

ます。 

 

6. 教育・研修 

適正な保険募集ならびにお客様サービスの向上を図るため、役職員等が教

育・研修を通じて、知識の習得に努めます。 

お客様の様々なご意見・ご要望等を、今後の商品開発や保険販売に活かしてい

きます。 
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Ⅲ．主要な業務に関する事項 

１．直近の事業年度における業務の概要 

当事業年度の日本経済は、実質輸出は緩やかに増加、世界的に堅調な設備投資を背景

に資本財が高水準で推移したほか、国内生産が回復した輸送機械も回復基調を維持して

おり、景気回復基調にあります。 

企業収益は増加基調が続く見通しでサービス消費やインバウンド需要が回復すること

で宿泊・飲食サービスなどの消費関連業種の収益が持ち直しつつあります。 

個人消費はサービス関連のベントアップ需要を中心に緩やかな回復が続く見込みであ

り、旅行や交通、外食などの対面型サービス消費は回復の余地が大きいと考えられます。

また、物価高が家計の購買力を下押ししているものの、コロナ禍のサービス消費抑制に

より積み上がった過剰貯蓄や政府の物価高対策が消費回復の下支えとなっております。 

一方、少額短期保険業界は、引き続き順調な成長を維持しているといえますが、一部

コンプライアンス問題が惹起しており、一層のコンプライアンスの徹底が求められてお

ります。 

当社では、賃貸入居者様に家財・災害補償および賠償責任補償のサービスを提供する

ことにより、お客様の利便性を高め、お客様満足度の向上とお客様サービスの高度化に

取り組んでまいりました。 

業務運営面では「お客様本位の業務運営」を基本として、外部委託形態の活用や業務

の効率化等により事業費削減を図りつつ、お客様の信頼を確保するため、取締役会を中

心としたガバナンス（経営管理態勢）の強化、内部監査体制の整備、反社会的勢力への

対応や苦情処理態勢等のコンプライアンス（法令等遵守）面の拡充、その他リスク管理

態勢構築への取り組みなど、顧客保護を強化するための態勢整備と社会的要請に応える

ための基盤強化に向けて取り組んでおります。 

以上の状況の結果、当事業年度の経常収益は、 646,366 千円となりました。一方、経

常費用は、589,775 千円となったことから、当事業年度の経常利益は、56,591 千円、法

人税住民税及び事業税、法人税等の調整額等を計上した結果、32,114 千円の当期純利益

となりました。 
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項 目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

正 味 収 入 保 険 料 27,904 30,787 32,774 

経 常 収 益 554,697 612,478 646,366 

保 険 引 受 利 益 44,596 26,886 56,588 

経 常 利 益 44,598 26,889 56,591 

当 期 純 利 益 33,054 7,464 32,114 

正 味 損 害 率 13.9％ 16.1％ 11.9％ 

正 味 事 業 費 率 △88.2％ △100.7％ △122.1％ 

資 本 金 90,000 90,000 90,000 

（ 発 行 済 株 式 の 総 数 ）  （1800 株）  （1800 株）  （1800 株） 

純 資 産 額 157,921 165,386 197,500 

保 険 業 法 上 の 純 資 産 額 161,937 170,219 203,204 

総 資 産 額 278,855 308,961 379,023 

責 任 準 備 金 残 高 57,767 88,137 101,378 

有 価 証 券 残 高 0 0 0 

保険金等の支払能力の充実を示す比率 

（ ソ ル ベ ン シ ー ・ マ ー ジ ン 比 率 ） 
4,309.3％ 4,343.2％ 4,678.2％ 

配 当 性 向 0％ 0％ 0％ 

従 業 員 数 ３名 ３名 ３名 

２．直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標 

（単位：千円） 
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（１）主要な業務の状況を示す指標等 

① 正味収入保険料  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 30,787 32,774 

そ の 他 0 0 

合 計 30,787 32,774 

（注）正味収入保険料とは、元受正味保険料から出再契約の支払再保険料を控除した金額です。 

② 元受正味保険料  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 307,871 327,748 

そ の 他 0 0 

合 計 307,871 327,748 

（注）元受正味保険料とは、元受保険料から元受解約返戻金およびその他返戻金を控除した金額です。 

③ 支払再保険料  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 277,084 294,973 

そ の 他 0 0 

合 計 277,084 294,973 

（注）支払再保険料とは、再保険料から再保険返戻金およびその他再保険収入を控除した金額です。 

④ 保険引受利益  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 26,886 56,588 

そ の 他 0 0 

合 計 26,886 56,588 

（注）保険引受利益とは、経常利益から保険引受以外に係る支出を控除した金額です。 

⑤ 正味支払保険金  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 4,948 3,896 

そ の 他 0 0 

合 計 4,948 3,896 

（注）正味支払保険金とは、保険金等から出再契約の回収再保険金を控除した金額です。 

 

 

３．直近の２事業年度における業務の状況 
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（２）保険契約に関する指標等 

① 契約者配当金 

当該事項はありません。 

② 正味損害率及び正味事業費率並びに合算率            （単位：％） 

項 目 
令和３年度 令和４年度 

正味損害率 正味事業費率 正味合算率 正味損害率 正味事業費率 正味合算率 

火 災 16.1 △100.7 △84.6 11.9 △122.1 △110.2 

そ の 他 0 0 0 0 0 0 

合 計 16.1 △100.7 △84.6 11.9 △122.1 △110.2 

（注１）正味損害率＝正味支払保険金÷正味収入保険料 

（注２）正味事業費率＝正味事業費（事業費－再保険手数料）÷正味収入保険料 

（注３）正味合算率＝正味損害率＋正味事業費率 

 

③ 出再控除前の発生損害率                    （単位：％） 

項 目 
令和３年度 令和４年度 

発生損害率 事業費率 合算率 発生損害率 事業費率 合算率 

火 災 16.1 60.1 76.2 11.9 58.5 70.3 

そ の 他 0 0 0 0 0 0 

合 計 16.1 60.1 76.2 11.9 58.5 70.3 

       

       

       

       

⑥ 元受正味保険金  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 49,489 38,960 

そ の 他 0 0 

合 計 49,489 38,960 

（注）元受正味保険金とは、元受契約の支払保険金から元受保険金戻入を控除した金額です。 

⑦ 回収再保険金  （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 44,540 35,064 

そ の 他 0 0 

合 計 44,540 35,064 
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④ 出再を行った再保険会社の数と出再保険料の上位５社の割合 

 令和３年度 令和４年度 

出再先保険会社の数 ４社 ４社 

出再保険会社のうち 

上位５社の割合 
１００％ １００％ 

 

⑤ 支払再保険料の格付けごとの割合                            （単位：％） 

格付区分 令和３年度 令和４年度 

   Ａ 40.0 80.0 

Ａ－ 60.0 20.0 

そ の 他 － － 

合 計 100.0 100.0 

 

⑥ 未収再保険金の額                                    （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 17,065 7,596 

そ の 他 0 0 

合 計 17,065 7,596 

   

（３）経理に関する指標等 

① 支払備金                          （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 3,438 2,512 

そ の 他 0 0 

合 計 3,438 2,512 

   

② 責任準備金                         （単位：千円） 

項 目 令和３年度 令和４年度 

火 災 88,137 101,378 

そ の 他 0 0 

合 計 88,137 101,378 

   

③ 利益準備金及び任意積立金の区分ごとの残高 

   当該事項はありません。 

 



 

11 

 

 

④ 損害率の上昇に対する経常利益または経常損失の変動 （単位：千円） 

損 害 率 の 上 昇 の シ ナ リ オ 発生率が１％上昇すると仮定します。 

計 算 方 法 正味既経過保険料×１％ 

経 常 損 失 の 増 加 
令和３年度 令和４年度 

293 313 

   

（４）資産運用に関する指標等 

① 資金運用の概況                          （単位：千円,%） 

 
令和３年度 令和４年度 

金額 構成比 金額 構成比 

現 預 金 255,594 82.7 322,996 87.9 

金 銭 信 託 － － － － 

有 価 証 券 － － － － 

運 用 資 産 計 255,594 82.7 322,996 87.9 

総 資 産 308,961 100.0 379,023 100.0 

       

② 利息配当金収入の額及び運用利回り                 （単位：千円,%） 

 令和３年度 令和４年度 

金額 利回り 金額 利回り 

現 預 金 2 0.001 2 0.001 

金 銭 信 託 － － － － 

有 価 証 券 － － － － 

小 計 2 0.001 2 0.001 

そ の 他 － － － － 

合 計 2 0.001 2 0.001 

③ 保有有価証券の種類別の残高および合計に対する構成比 

    当該事項はありません。 

 

④ 保有有価証券利回り 

当該事項はありません。 

 

⑤ 有価証券の種類別の残存期間別残高 

当該事項はありません。 
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（５）責任準備金の残高の内訳                   （単位：千円） 

 令和３年度 令和４年度 

 普通責任

準備金 

異常危険

準備金 

契約者配

当準備金 合計 

普通責任

準備金 

異常危険

準備金 

契約者配

当準備金 合計 

火 災 83,304 4,833 － 88,137 95,674 5,703 － 101,378 

そ の 他 － － － － － － － － 

合 計 83,304 4,833 － 88,137 95,674 5,703 － 101,378 
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Ⅳ．運営に関する事項 

（１）当社は、顧客本位の業務運営の実現に向けて、次の通り「お客様本位の業務運営に関する

基本方針」を定めています。 

1．顧客本位の業務運営に関する方針 

お客様本位の業務運営に関する基本方針 

 

イズミ少額短期保険株式会社（以下、「当社」という。）は、長期的な視野に立ち、健全な経営に徹する

とともに、高い倫理観を持ち、業務運営において、常にお客様本位を基本とし、お客様に誠実かつ真摯

に向き合っていくために、以下の方針を定めます。 

 

1. お客様本位の業務運営 

当社は、社会の要請やお客様のニーズを的確に把握し、お客様が真に求める少額短期保険商品を開

発・提供し、お客様に対する補償責任を全うし続けるため、すべての業務運営においてお客様本位

で行動するよう努めます。 

2. 利益相反の適切な管理 

当社は、お客様の利益を不当に害するおそれのある取引を適切に把握・管理するための体制を整備 

し、維持・改善に努めます。 

3. 重要な情報の分かりやすい提供 

当社は、お客様がご意向に沿った保険商品を正しく選択することができるように、重要な情報につ

いては、お客様視点に立った分かりやすい文書の作成、丁寧な説明をするように努めます。 

4. お客様にとって最適な商品・サービスの提供 

・当社は、社会の要請やお客様のニーズを的確に把握し、お客様が真に求める商品・サービスの開

発・提供に努めます。 

・当社は、保険金等のお支払いを正確、迅速かつ簡素な手続きで遂行します。 

5.  方針の浸透に向けた取組 

当社は、当社職員があらゆる業務運営においてお客様本位で行動していくための研修体系等の整備

及び当方針の浸透に向けた取組を進めます。 

 

＜ご参考＞金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則」と当社「お客様本位の業務運営に関する基本方針」との関係 

当社は金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則」（以下、原則）を採択し、「お客様本位の業務運営に関する基本方針」

（以下、本方針）を上記の通り公表しております。原則と本方針の関係は以下の通りです。 

原則※1 対応する方針  原則 対応する方針 

原則 2 方針 1  原則 6 方針 4 

原則 3 方針 2  原則 7 方針 5 

原則 5 方針 3    

※1 原則 3（注）、原則 4、原則 5（注 2）及び原則 6（注 2～4）は、当社の取引形態上、または、 

  投資リスクのある金融商品・サービスの取扱いがないため、本方針の対象としておりません。 
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2．リスク管理の体制 

リスク管理基本方針 

 

少額短期保険会社を取り巻くリスクは、複雑化、多様化かつ高度化しています。この様な状況

下において、自己責任によるリスクの的確な把握とその適切なコントロールによる厳格なリスク

管理は少額短期保険会社の経営における最重要課題の一つと認識しています。 

当社では様々なリスクを統合的に管理するため「コンプラアンス・リスク管理委員会」を設置

し、リスク管理のためのノウハウの研究を行います。さらに経営陣がリスク管理方針の確立、管

理体制の整備、改善や適切なリスク管理を行う為の人材の育成と配置についても積極的に関与す

る体制を整えます。 

 

１．保険引受リスク 

保険事故の発生率等が保険料設定時の予測に反して変動した場合に被る保険リスクに対し

て、保険計理人の意見を充分に勘案して、責任準備金の積立状況や資本金の水準等に基づき

必要に応じて保険金限度額、保険料の再設定等を行うものとします。 

 

２．流動性リスク 

  資産の価格変動による損失に備えるため、経営管理部において適切に資産を管理し保険業法

に則り、価格変動準備金を積み立てます。 

 

３．システムリスク 

  システムダウンまたは誤作動、コンピュータの不正使用、機密情報・個人情報の流出により

損失を被るリスクについては、システム全体の管理と運営維持を専門のサーバー管理会社と

の業務委託契約を締結し体制を構築します。 

  また、委託業務に関するリスクを軽減するため、機密保持をはじめセキュリティ事項、業務

内容、損害賠償等を委託契約書に明記し取り交わします。 

 

（１） リスク管理基本方針 

当社は、次の通り「リスク管理基本方針」を定めています。 
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４．再保険に係る方針 

当社では、引受けた保険契約に係るリスクの一部を、再保険に付すことでリスクコントロー

ルする場合は、以下の方針に基づき運営します。 

 

① 再保険先会社名 

出再先保険会社名 

CCR Re. Paris, France 

Odyssey Reinsurance Company, Singapore Branch 

Bangkok Insurance Public Company Limited 

Korean Reinsurance Company 

 

② 再保険を付す際の方針 

(ｱ) 出再については、引き受けているリスクの規模や集中度を十分に把握し、適切かつ妥

当な出再率及び出再額を決定します。 

(ｲ) 再保険契約締結により経営の健全性を、損なうことを未然に防止するため、再保険会

社の選定は留意し与信管理を実施します。 

(ｳ) 再保険契約の成績及び再保険契約の回収状況をチェックし、リスク管理上有効な方法

で定期的に確認します。 

 

③ 再保険カバーの入手方法 

再保険契約は、保険引受リスクの観点からその効用と効果を十分に評価し、再保険ブロー

カーを通じ信頼性の高い再保険会社に限定することにより、安定した再保険カバーの確

保と信用リスクの回避、軽減に努めます。 

 

④ 主要な集積リスクについて 

主要な集積リスクである地震や台風等による自然災害リスクについては、当社自己資産

に比較して十分に低いものとなるよう一定割合を再保険に付しています。 
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3．法令遵守の体制 

コンプライアンス基本方針 

第 1 条（目的） 

  本方針は、コンプライアンス（法令等遵守）に係る基本的事項を定めることにより、当社役職

員および当社が保険募集に関する業務を委託する募集代理店の店主ならびに同代理店使用人

（少額短期保険募集人）のコンプライアンスの実践を確保することを目的とする。 

第 2 条（定義） 

  「コンプライアンス」とは、全ての当社役職員および募集代理店の店主ならびに同代理店使用

人（少額短期保険募集人）が保険業法等の業務執行に関連する諸法令や社会規範、会社が定め

る諸規程を遵守し、職務を遂行することをいう。 

第 3 条（基本的な考え方） 

  当社は、少額短期保険業の高度な社会的責任と公共的使命を果たすため、コンプライアンスを

経営上の最重要課題の一つとして位置付けて取組む。 

第 4 条（体制の整備） 

  適正なコンプライアンス体制構築のため、必要なコンプライアンス体制を整備する。 

第 5 条（規程等の整備） 

  当社役職員および募集代理店の店主ならびに同代理店使用人（少額短期保険募集人）の行動の

手引書となるコンプライアンス・マニュアル、およびその他法令等に従った業務遂行のために

必要なルール等を整備する。 

第 6 条（コンプライアンス・プログラムの策定） 

  本方針に基づくコンプライアンスの取組みを推進する目的から、コンプライアンス・プログラ

ムを年度ごとに策定する。 

第 7 条（研修等の実施） 

  当社ならびに募集代理店は、コンプライアンスを推進するため研修を実施する。 

第 8 条（不適正事象が発生した場合の対応） 

  不適正事象が発生した場合は、迅速に事実関係を調査し、コンプライアンス・リスク管理委員

会において原因を究明したうえで再発防止策・処分案を検討及び策定し、取締役会に報告・提

言する。 

取締役会は、コンプライアンス・リスク管理委員会からの提言を審議し決定のうえ速やかに実

施する。 

第 9 条（取締役会への報告） 

  コンプライアンス・リスク管理委員会は、委員会における審議・活動内容について、取締役会

に定期的に報告するものとする。 

第 10 条（細目の決定） 

  コンプライアンスの推進に関する事項の細目については、コンプライアンス規程に定める。 

第 11 条（方針の改廃） 

  本方針の改廃は、取締役会の決議によるものとする。 

 

（１） コンプライアンス基本方針 

当社は、コンプライアンス（法令等遵守）を会社経営上の最重要課題の一つと位置づけ、 

次の通り「コンプライアンス基本方針」を定めています。 
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4．反社会的勢力対応 

反社会的勢力に対する基本方針 

 

当社は、適切かつ健全な少額短期保険事業を行うにあたり、暴力、威力と詐欺的手法を

駆使して経済的利益を追求する集団又は個人（以下、「反社会的勢力」という。）との関

係を遮断するために、以下のとおり「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、これを

遵守します。 

 

1. 取引を含めた一切の関係遮断 

反社会的勢力とは、取引関係（提携先を通じた取引を含む。）その他一切の関係を遮

断します。 

 

2. 組織としての対応 

反社会的勢力による不当要求に対し、組織全体として対応を行い、役職員の安全確

保を最優先に行動します。 

 

3. 裏取引や資金提供の禁止 

いかなる理由があっても、事案を隠ぺいするための反社会的勢力との裏取引や、反

社会的勢力への資金提供を行いません。 

 

4. 外部専門機関との連携 

反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から、警察や弁護士等の外部専門機関

との連携体制強化を図ります。 

 

5. 有事における民事および刑事の法的対応 

反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両面から法的対応を行いま

す。 

 

 

（１） 反社会的勢力に対する基本方針 

当社は、次の通り「反社会的勢力に対する基本方針」を定めています。 
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当社は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関である一般社団 

法人日本少額短期保険協会と手続実施基本契約を締結しています。当社との間で問題を 

解決できない場合には、同協会に解決の申し立てを行うことができます。 

少額短期ほけん相談室（指定紛争解決機関） 

ＴＥＬ：０１２０―８２－１１４４ 

ＦＡＸ：０３－３２９７－０７５５ 

【受付時間および受付日】 

受付時間：9：00～12：00 13：00～17：00 

受付日：月曜日から金曜日 

（祝日ならびに年末年始休業期間を除く） 

5．指定少額短期保険業紛争解決機関 
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6．個人情報の取扱い 

顧客情報保護等に関する基本方針 

 

当社は、顧客情報の保護を重要な社会的責務であると認識し、以下の基本方針にもとづき、顧客情

報の適正な取扱いに取り組んでまいります。 

 

１．顧客情報の利用目的 

当社は、顧客情報を次の目的のために利用します。これらの目的のほかに利用することはありませ

ん。 

(1) 各種保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金などのお支払い 

(2) 関連会社・提携会社を含む各種商品やサービスのご案内・提供、ご契約の維持管理 

(3) 当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実 

(4) その他保険に関連・付随する業務 

 

２．収集する顧客情報の種類 

当社は、ご本人の住所、氏名、生年月日、性別、職業、電話番号、財産状況など、保険契約の締結、

維持管理、商品のご案内ならびに諸サービスの提供に必要な顧客情報を収集しています。 

 

３．顧客情報の提供 

当社は、以下の場合を除き、顧客情報を外部へ提供いたしません。 

(1) ご本人の同意がある場合 

(2) 法令に基づく場合 

(3) ご本人または公共の利益のために必要であると考えられる場合 

(4) 利用目的の達成に必要な範囲内において、業務を外部（代理店を含む）へ委託する場合 

(5) 再保険の手続きをする場合 

(6) 個人情報保護法により、ご本人の同意を得ずに提供が認められる場合 

 

４．顧客情報の保護管理 

当社は、お客さまの顧客情報を正確かつ最新なものにするよう常に適切な措置を講じています。ま

た、当社は、お客さまの情報への不正なアクセス、情報の紛失、漏えい、き損等のリスクに対して

必要かつ適切な安全措置を講じるよう努めます。なお、当社の委託を受けて顧客情報を取り扱う業

務委託先にも、お客さまの情報が安全に管理されるよう適切に監督いたします。 

 

５．顧客情報の開示、訂正、利用停止等 

当社は、お客さまから自身に関する情報の開示・訂正・利用停止等のご依頼があった場合には、ご

本人であることを確認したうえで、特別の理由がない限り速やかに対応させていただきます。これ

らの具体的な請求手続等については、下記の＜お問い合わせ先＞までご連絡いただきます。 

 

６．顧客情報取扱いに関する継続的改善 

当社は、顧客情報の取扱いに関し、適切な顧客情報保護を実施するために、環境の変化等を踏まえ、

継続的に見直します。 

 

＜顧客情報に関するお問い合わせ先＞ 

イズミ少額短期保険株式会社 

電話番号 03-5835-4755 

受付時間：9:00～17:00（土・日・祝日、年末年始休業期間を除く） 

 

（１） 顧客情報保護等に関する基本方針 

当社は、次の通り「顧客情報保護等に関する基本方針」を定めています。 
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（１）貸借対照表   

   （単位：千円） 

科 目 
令和３年度末 

（令和 4 年３月３１日末現在） 

令和４年度末 

（令和５年３月３１日末現在） 

（資産の部） 

現 金 及 び 預 貯 金 255,594 332,996 

  預 貯 金 255,594 332,996 

有 形 固 定 資 産 0 0 

  工 具 器 具 備 品 0 0 

一 括 償 却 資 産 0 0 

無 形 固 定 資 産 0 0 

  ソ フ ト ウ ェ ア 0 0 

代 理 店 貸 2,436 2,706 

再 保 険 貸 17,065 7,596 

そ の 他 資 産 21,864 23,724 

  未 収 金 17,759 22,805 

  前 払 費 用 60 64 

  保 証 金 0 0 

  仮 払 金 4,044 854 

供 託 金 12,000 12,000 

資 産 の 部  合 計 308,961 379,023 

Ⅴ．直近の２事業年度における財産の状況に関する事項 

１．計算書類等 
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  （単位：千円） 

科 目 
令和３年度末 

（令和 4 年３月３１日末現在） 

令和４年度末 

（令和５年３月３１日末現在） 

（負債の部） 

保 険 契 約 準 備 金 91,576 103,890 

  支 払 備 金 3,438 2,512 

  責 任 準 備 金 88,137 101,378 

代 理 店 借 21,567 24,960 

再 保 険 借 19,630 21,520 

そ の 他 負 債 10,134 30,484 

  未 払 金 1,154 3,201 

  未 払 費 用 572 574 

  未 払 法 人 税 等 2,884 20,259 

  預 り 金 172 189 

  仮 受 金 5,351 6,259 

賞 与 引 当 金 666 666 

負 債 の 部  合 計 143,575 181,522 

（純資産の部） 

資 本 金 90,000 90,000 

利 益 剰 余 金 75,386 107,500 

  繰 越 利 益 剰 余 金 75,386 107,500 

純 資 産 の 部  合 計 165,386 197,500 

負債及び純資産の部合計 308,961 379,023 
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（注） 1. 有形固定資産の減価償却は、定率法により行っております。    

 2. 無形固定資産の減価償却は、定額法を採用しております。なお、自社利用のソフト 

ウェアについては社内における利用可能期間（5 年以内）に基づく定額法によって 

おります。 

3. 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。     

 4. 金融商品に関する注記        

 （１）金融商品の状況に関する事項       

    当社の資産運用については預貯金又は、国債に限定しております。   

 （２）金融商品の時価等に関する事項        

令和５年 3 月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの 

差額については下記のとおりであります。      

                                    (単位：千円） 

 貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

（１）現金及び預貯金 332,996 332,996 － 

（２）代理店借 24,960 24,960 － 

（３）再保険借 21,520 21,520 － 

（４）未収金 22,805 22,805 － 

（５）代理店貸 2,706 2,706 － 

（６）再保険貸 7,596 7,596 － 

    (注）金融商品の時価の算定方法       

   当社が保有する金融商品のうち重要性があるものは上記表のとおりでありますが、 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿 

価額によっております。  

5. 当期末における支払備金および責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

（支払備金） 

支払備金（出再支払備金控除前）                          21,990 千円 

同上に係る出再支払備金                                  19,791 千円 

       差引（イ）                                               2,199 千円 

ＩＢＮＲ備金（出再 IBNR 備金控除前）                     3,131 千円 

同上に係る出再ＩＢＮＲ備金                               2,818 千円 

                差引（ロ）                                               313 千円 

計（イ＋ロ）                                             2,512 千円 

（責任準備金） 

普通責任準備金(初年度収支残)      95,674 千円 

  異常危険準備金        5,703 千円 

  計                  101,378 千円 

  6. 1 株あたりの純資産額は 109,722 円 58 銭であります。      

7. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。      
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（２）損益計算書  （単位：千円） 

科 目 
令和３年度 

令和３年４月 １日から 

令和４年３月３１日まで 

令和４年度 
令和４年４月 １日から 

令和５年３月３１日まで 

経 常 収 益 612,478 646,366 

  保 険 料 等 収 入 612,043 645,437 

    保 険 料 330,769 354,601 

再 保 険 収 入 281,274 290,836 

  責 任 準 備 金 等 戻 入 額 433 925 

    支 払 備 金 戻 入 額 433 925 

    責 任 準 備 金 戻 入 額 0 0 

  資 産 運 用 収 益 2 2 

    利息及び配当金等収入 2 2 

そ の 他 経 常 収 益    0    0 

経 常 費 用 585,589 589,775 

  保 険 金 等 支 払 金 370,078 384,955 

保 険 金 49,489 38,960 

    解 約 返 戻 金 等 22,897 26,853 

再 保 険 料 297,692 319,141 

  責 任 準 備 金 等 繰 入 額 30,370 13,240 

    支 払 備 金 繰 入 額 0 0 

    責 任 準 備 金 繰 入 額 30,370 13,240 

  事 業 費 185,120 191,579 

    営業費及び一般管理費 168,142 175,260 

    税 金 15,889 16,310 

    減 価 償 却 費 1,088 8 

  そ の 他 経 常 費 用 19 0 

経常利益（△経常損失） 26,889 56,591 

特 別 利 益 0 0 

特 別 損 失 0 0 

税 引 前 当 期 純 利 益 

（△税引前当期純損失） 
26,889 56,591 

法人税住民税及び事業税 8,601 24,501 

法 人 税 等 の 追 徴 額 10,823 △25 

法 人 税 等 合 計 19,424 24,476 

当 期 純 利 益 

（ △ 当 期 純 損 失 ） 

7,464 32,114 
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（注） 1. （１） 正味収入保険料は、 32,774 千円であります。   

  （２） 正味支払保険金は、3,896 千円であります。   

  （３） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりです。   

   支払備金戻入額(出再支払備金控除前) △7,842 千円 

   同上に係る出再支払備金戻入額 △7,057 千円 

   差引（イ） △784 千円 

   IBNR 備金戻入額(出再 IBNR 備金控除前) △1,417 千円 

   同上に係る出再 IBNR 備金戻入額 △1,275 千円 

   差引（ロ） △141 千円 

   計（イ＋ロ） △925 千円 

  （４） 責任準備金繰入額(△は責任準備金戻入額)の内訳は次のとおりです。   

   普通責任準備金繰入額 12,369 千円 

   異常危険準備金繰入額 870 千円 

   差引 13,240 千円 

  （５） 利息及び配当金収入の資産源泉別内訳は、すべて預金であります。   

 2. 1 株あたりの当期純利益は 17,841 円 25 銭であります。 

 3. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（１）親会社 

   親会社との取引はありません。 

（２）兄弟会社等 

   兄弟会社等との取引はありません。 

２．関係当事者との取引 
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（３）キャッシュ・フロー計算書   

  （単位：千円） 

科 目 
令和３年度 

令和 ３年４月  １日から 

令和 ４年３月３１日まで 

令和４年度 
令和 ４年４月  １日から 

令和 ５年３月３１日まで 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税引前当期純利益（△は損失） 26,889 56,591 

減価償却費 1,088 8 

資産除去債務原価償却費 0 △8 

支払備金の増加額（△は減少） △433 △925 

責任準備金の増加額（△は減少） 30,370 13,240 

利息及び配当金等収入 △2 △2 

有形固定資産関係損益（△は益） 0 0 

代理店貸の増加額（△は増加） △931 △269 

再保険貸の増加額（△は増加） △12,382 9,469 

その他資産の増減額（△は増加） 1,056 △1,859 

代理店借の増加額（△は減少） △1,449 3,392 

再保険借の増加額（△は減少） 267 1,890 

その他負債の増減額（△は減少） △2,011 2,974 

その他 0 0 

小  計 42,460 84,501 

利息及び配当金等の受取額 2 2 

法人税等の支払額 △23,789 △7,102 

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,664 77,402 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

預貯金の純増減額（△は増加） 0 0 

有形・無形固定資産の取得による支出 0 0 

その他 0 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー 0 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

株式の発行による収入  0 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 0 0 

現金及び現金同等物の増減額 

（△は減少） 
18,664 77,402 

現金及び現金同等物期首残高 236,930 255,594 

現金及び現金同等物期末残高 255,594 332,996 
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※当事業年度末における発行済株式数 普通株式 1,800 株 

  

 

キャッシュフロー計算書に関する注記事項 

 

１．現金及び同等物の範囲  （単位：千円） 

 貸借対照表の「預貯金」勘定  332,996 

  現金及び現金同等物  332,996 

２．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。  

（４）株主資本等変動計算書 

自 令和３年４月１日 至 令和４年３月３１日            （単位：千円） 

 株主資本 
純資産 

合計 資本金 
資本剰余金 利益剰余金 

株主資本

合計 資本準備金 
資本剰余

金合計 

繰越利益 

剰余金 

利益剰余金

合計 

当 期 首 残 高 90,000 － － 67,921 67,921 157,921 157,921 

当 期 変 動 額        

新株の発行  － － － － － － 

当期純利益 

（△当期純損失） 
 － － 7,464 7,464 7,464 7,464 

当期変動額合計  － － 7,464 7,464 7,464 7,464 

当 期 末 残 高 90,000 － － 75,386 75,386 165,386 165,386 

        

自 令和４年４月１日 至 令和５年３月３１日            （単位：千円） 

 株主資本 
純資産 

合計 資本金 
資本剰余金 利益剰余金 株主資本

合計 資本準備金 
資本剰余

金合計 

繰越利益 

剰余金 

利益剰余金

合計 

当 期 首 残 高 90,000 － － 75,386 75,386 165,386 165,386 

当 期 変 動 額        

新株の発行  － － － － － － 

当期純利益 

（△当期純損失） 
 － － 32,114 32,114 32,114 32,114 

当期変動額合計  － － 32,114 32,114 32,114 32,114 

当 期 末 残 高 90,000 － － 107,500 107,500 197,500 197,500 
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  （単位：千円） 

科 目 令和３年度 令和４年度 

（１）ソルベンシー・マージン総額 170,219 203,204 

① 純資産の部の合計額 

（繰延資産等控除後の額） 
165,386 197,500 

② 価格変動準備金 － － 

③ 異常危険準備金 4,833 5,703 

④ 一般貸倒引当金 － － 

⑤ その他有価証券評価差額 

（税効果控除前）（99％又は 100％） 
－ － 

⑥ 土地の含み損益（85％又は 100％） － － 

⑦ 契約者配当準備金の一部 

（徐、翌期配当所要額） 
－ － 

⑧ 将来利益 － － 

⑨ 税効果相当額 － － 

⑩ 負債性資本調達手段等 － － 

告示(第 14 号)第２条第３項第５号イに掲げるもの（⑩(a)） － － 

告示(第 14 号)第２条第３項第５号ロに掲げるもの（⑩(b)） － － 

（２）リスクの合計額√[R12＋R22]＋R3＋R4 7,838 8,687 

 保険リスク相当額 4,707 5,018 

  Ｒ1  一般保険リスク相当額 3,487 3,728 

  Ｒ4  巨大災害リスク相当額 1,220 1,289 

Ｒ2  資産運用リスク相当額 5,385 6,129 

     価格変動等リスク相当額 － － 

     信用リスク相当額 2,555 3,329 

     子会社等リスク相当額 － － 

     再保険リスク相当額 2,658 2,723 

     再保険回収リスク相当額 170 75 

Ｒ3 経営管理リスク相当額 201 222 

（３）ソルベンシー・マージン比率 

（１）／{ (１/２)×（２）}×100 
4343.2％ 4678.2％ 

２．保険金等支払能力の充実の状況を示す比率 
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（１）有価証券 

   当該事項はありません。 

（２）金銭信託 

   当該事項はありません。 

当該事項はありません。 

３．取得価額または契約価額、時価および評価損益 

４．計算書類の会計監査人の監査 
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